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『まちづくり協議会事務所』 笠岡市笠岡2627番地  電話 :63-5949!

5月 14日 :から開館しています。開館日は、月い水・金曜日の年後2時～5時まで
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人口の減少。少子高齢化。核家族化。そして、地域の弱体・希薄化・担い手不足…これら

は、現在の日本が抱える深刻な社会問題となつており、私たちの町かさおかにおいても例外

ではありません。今回は市役所のデータから人口の減少について捉えてみました。

昭和27年の市制施行当時、富岡を含む笠岡町には 1世帯当たり約4.2人が暮らしていま

したが、現在の笠岡地区内でみますと平成7年 4月 末には3,551世帯、9,014人に、
に平成24年 4月末では2,944世帯、7,103人 となつており、 1世帯当たりでも
.4人と大きく減少しております。また65才以上の高齢者の比率も35。 6%を占めて

、今後も益々高くなつてくるものと考えられます。

うした中で今私たちができること、 10年先、20年先を見据えた地域づくりに必要な
は何か…を考え、見つめ直すとともに行動へつなげていくことが求められており、「協働

のまちづくり」の出発点ではないかと思います。

かつては町にも田舎にも「緑側」というものがありました。そこでは日常的に人と人との

交流があつて、自然にうちとけ合えるやわらかい場所でもあつたような記憶があり、そして

生活の知恵や地域の情報をいろいろ聞くことができたのも「緑側」であつたかと思います。

私たちの地域の中には、まだ知らないこと・気づかないこともたくさんあるのではないで

しょうか。「私たちが誇れる町」「ずつとずつと住み続けたい町」そして「地域の良さを子や

孫の代まで伝えていきたい」との思いに向かつて、「まちづくり協議会Jの活動が徐々に漫透

して人と人との交流を促し、地域の良さを知ってもらえるための「緑側」の様な存在になれ

たらと願つています。開館日にはお気軽にお立ち寄りください。お待ちしております。



★日頃調べることのない笠岡地区の人口を年代別グラフにして見ました。

年代別データとして残つている一番古いものは平成7年でしたが、この 17年間
でも随分変化が起こつています。

笠岡地区 H7年 4月 末 。年代別  合計 9,014人
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笠岡地区 H24年4月末・年代別 合計 7,103人
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地域の絆を取り戻すため、知識や経験豊かな団塊の世代の方のチカラを必要とし

ています。地区の運営委員さんとして、活動にご参加・ご協力をお願いいたします。

◆ 1

5月 13日 (日 )午後 1時 30分から、協議会事務所において第 1回目の役員会を開催し

ました。事務局員として承認された川北在住の小寺麻恵さんに任命辞令を交付、引き続い

て初年度の取り組み方法の確認、第2回目の役員会・総会の日程等を協議しました。

なお、事業計画の基となる各部会。地区運営委員会ごとの活動プランについて、6月末

を目途に検討・報告をしていただき、次回役員会では全体計画の取りまとめに向けて協議

を行います。短期間での活動プラン作成となりますがご協力をお願いいたします。
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☆新役員の紹介
・広報部会長  石原  健さん
☆今後の会議予定
。第2回役員会:7月 11日 (水)午後2時～
・総 会 :9月 9日 (日 )午後 1時 30分～

『まちづくり協議会事務所Jにて

『中央公民館4階・集会窒』にて


